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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない4. ほとんど掴んでいない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

平成26年2月10日

平成26年3月18日
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56

1  自己評価及び外部評価結果

4372701021

法人名 社会福祉法人　順和会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 熊本を象徴する阿蘇山の麓に位置し阿蘇の大自然を十分に満喫できる環境にある。建物の周りには、蕎麦畑や田
んぼが広がり杉や檜が一段と自然の恵みを感じさせてくれる。陽なたぼっこの生活にも恵まれた環境を活かし、食
事に使う野菜を御入居者の指導のもと栽培。季節にあった無農薬野菜を食事に取入れるよう努めている。
当事業所は、介護支援専門員・看護師・介護福祉士を配置。日々の健康管理や栄養管理及び多岐に渡るニーズ
に対応できる体制作りに取組んでいる。又、御入居者の重度化も進みそれぞれの分野においての知識への習得も
必須課題となり、迅速な対応ができるよう勉強会も重ねている。特別養護老人ホーム「陽ノ丘荘」との併設を活かし
緊急時の対応や管理栄養士からの指導等も迅速に行う事ができている。協力医療機関との連携も図れ、上村医
院・すぎな歯科・悠心病院からの往診を実施。御入居者及び御家族に安心できるネットワークも築かれている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
開所から10年を経たホームでは当初から認知症高齢者や家族がその生活圏を変えることなく暮らすための役割を
担い、地域の先駆け的存在として運営を展開している。本年度は推進会議での発言がきっかけとなり「ふるさと訪
問」に着手し、自宅での法事や墓参が実現したり、地元職員の情報がホタル見学などの夜間外出の機会を作り、入
居者が家族や地域の一員であることに誇りと自信をもって日々を過ごしている。同じく推進会議での助言が防災対
策にも生かされており、現在二階入居者の一時避難所として指定している屋上ベランダでは、その後の避難経路が
困難との指摘や、防火水槽の貯留量の不足などが意見として上がっており、法人全体の課題として早期対応に期
待が寄せられている。職員はユニットの壁を越えて情報を共有し、病院受診時の応援体制や浴室への備品棚の取
り付け等には法人職員の技術が活かされるなど、組織のバックアップも入居者の日常を豊かなものとしている。

基本情報リンク先

熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽４４６３番地所在地

評価機関名

所在地 熊本市中央区南熊本三丁目１３－１２－２０５

訪問調査日

事業所名

自己評価作成日

http://search.kaigo-kouhyou-kumamoto.jp/kaigosip/Top.do

評価結果市町村受理日平成26年1月20日

グループホーム　陽なたぼっこ

1 あすなろ福祉サービス評価機構

http://search.kaigo-kouhyou-kumamoto.jp/kaigosip/Top.do


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

運営推進会議や学生の実習・慰問・ボラン
ティアの受け入れ等の機会を活用し認知症
の方々と関かわって頂き理解や支援の方法
を伝えるよう努めている。

職員へは、各自名札に携帯するよう指導す
る事で事業所の理念を周知できる様にして
いる。又、玄関やリビング内に掲示し入居者
の方も確認できる様にしている。家族や地
域の方々へは、運営推進会議や広報誌等
を活用し発信している。

職員は毎朝の申し送りで入居者の現状を把握
し理念に基づく支援内容を確認している。法人
全体の朝礼では各部署との連携を図り、思い
を共有する機会としている。各自の名札に携
帯することでより身近に理念を捕らえケアの指
針としている。家族の行事参加、推進会議や
ボランティアの訪問、広報誌など家族や地域と
の接点の機会には取り組みの中にホームの
方向性を示し情報を発信している。

職員の地域性が強い事を活かし地域の情
報把握に努め、村の文化祭・温泉センター
のイベントに参加、地域の人の情報を得て
今年は蛍見物も行なった。地域の催し物や
季節の風物等を把握するよう努めている。

地元人材の積極的な採用は地域貢献となり、
職員による行事や催し物などの情報がホーム
運営に大いに活かされており、「ホタル見学」な
どの夜間外出にも繋がっている。同敷地内に
ある法人施設も地域の中のお隣さんとして、
ディサービスとの交流や調理場への食事の受
け渡しの際には、利用者や職員と気軽に声を
交わしている。地元消防団による夜警には男
性職員が同行し地域の一員として活動してい
る。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上
に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所
内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

上記同様、勉強会を開催し理解を深めてい
る。日頃の職員の言葉使いには常に気を
配っている。又、介護者側のストレスも関係
してくる事も考慮し、職員の健康管理や精神
状態の把握にも努めている。

運営推進会議や訪問調査時に情報の共有
を行っている。併設の居宅介護支援事業所
及び法人を活用し、常に村との連携を図る
よう努めている。

グループホームの現状は法人関係者によって
も行政に伝えられており、認定調査時の立会
いや推進会議での包括職員との情報交換など
で更にホームの透明性を図っている。地域に
開かれたホーム運営を進め、小さな行政区だ
からこそ連携の必要性を十分認識しより良い
関係が構築している。

勉強会を開催し身体拘束での入居者に与え
る悪影響を深く理解し、相手の立場にたって
の介護が実践できる様努めている。陽なた
ぼっこでは、身体拘束は行っていない。施錠
については、防犯上一般的な対応と受け止
めている。

職員は法人での研修内容を持ち帰り、更に
ホーム内で共有して身体拘束の認識を深めて
いる。管理者は接遇の基本である言葉掛けや
対応の一つ一つがスピーチロックなどに繋が
らないよう、気になる点はその都度、注意しな
がら職員自身のメンタルへの配慮にも心を
配っている。

事業所としての行事活動や日常生活の様
子等をプロジェクターを使用しサービス状況
の報告を行っている。意見への対応の一つ
として「ふるさと訪問」を新たなサービスとし
て実施。

その時の会議内容によって地元の消防団員や
JA女性の会などが協力し、民生委員や包括職
員、副区長が毎回参加している。家族代表者
や入居者も同席し本年度は一般の人々に分
かりづらい、介護サービスの種類や役割など
についてパンフレットや資料から詳しく紹介し
ている。その中で「高齢者の施設はどこも一緒
と思うとりました」などの率直な意見も聞かれ、
啓発の必要性が浮き彫りになっている。年度
当初の会議には全家族へ声かけし意見の拡
充を図りたいとしている。

介護施設の紹介をしたことであらため
てそれぞれの名称や機能が認知され
ていなかったことが浮上しており、今
後も地域へ向け様々な機会に啓発へ
の取り組みが行われることに期待した
い。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

法人全体会議や幹部会議・ケア会議・業務
改善会議を設置。代表者や管理者・現場職
員との報・連・相がスムーズに行える体制と
なっている。日頃から意見のだしやすい雰
囲気づくりにこころがけている。

法人全体の会議では一つの事業所としてホー
ム運営を振り返り、月のケア会議や日々のミー
ティングで支援の共有を図りながら、職員が自
由に意見を出し合っている。職員をユニットご
とに固定化せず全入居者に向き合うことでより
多くの気づきが生まれケアプランにも活かされ
ている。

代表者の「職員を大切にする事が利用者を
大切にする事に繋がる」との考えから、資格
取得への支援や資格手当・休暇を含めた業
務改善・処遇改善には積極的に取り組んで
いる。

入居時に契約書及び重要事項説明書にて
説明を行っている。改定の際には、再度書
面での説明を行って十分な理解が得られる
様努めている。

担当制を用いて、入居者や家族からの意見
や苦情、要望等を聞き出しやすい体制づくり
をしている。又、ケア会議への参加を働きか
け、意見を聞き介護計画に反映している。外
部へは運営推進会議や広報紙等を活用し
報告、意見も聞いている。

入居者との日ごろの関わりの中から要望を聞
き取り、日用品や趣味の花苗の購入には個別
に外出している。担当職員は毎月の入居者の
様子を手紙にして家族に報告し、面会時には
ゆっくり過ごしてもらいながら忌憚のない意見
を求めている。新たな取り組みとしてスタートし
た故郷訪問で入居者に墓参りをさせたいとの
家族の要望が実現している。

家族が意見や苦情を申し出る公的機
関を書面で明確にし、ホームに寄せら
れた内容については記録に残し改善
事項を報告している。今後も些細なこ
とであっても記録し、早期対応に努め
ることが更に家族の信頼に繋がるも
のと思われる。

同様に勉強会を開催し理解を深め事案が発
生した場合には速やかに対応できる様に努
めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

初期の情報収集の時点で当事業所を含む
幅広い視点でのサービス利用を担当ケアマ
ネージャと検討するよう努めている。

これまでの生活歴を尊重し、入居者の状態
に合わせできる事を把握し家事活動や農作
業に取り組んで頂いている。職員も一緒に
活動を行う事で、昔ながらの事を教わる場
面を作り、互いの関係を深めていける関係
作りを目指し支援している。

入居前面接や関係者（ソーシャルワーカー
及びケアマネージャー）からの情報の収集を
行いできる限り安心して入居していただける
よう配慮している。入居後においては、職員
一丸となり新たな情報の収集に努め不安の
軽減を図るよう対応している。

上記同様にできる限りの情報の収集に努め
ている。又、入居後においては、担当制を活
用し家族らからの小さな要望等へも耳を傾
けるよう努めている。

協力病院や各団体主催の外部研修会へ参
加する事で、最新の知識を習得。勉強会等
で報告し職員個々のスキルアップにつなげ
ている。

グループホーム連絡協議会や同主催の研
修会へ参加し他事業所との連携を図り、
サービス向上に努めている。他グループ
ホームの影絵慰問があり、誘いを受けて入
居者４名参加した。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努めて
いる

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

担当職員が主となり、入居者個々の思いや
要望等の把握に努めている。場合によって
は家族の協力を得ながらサービスの実現へ
努めている。困難な場合には、会議の場で
事案を全職員で検討。法人の協力も得なが
ら取り組んでいる。

1、２階のユニットを一軒の家として捕らえ、職
員が全入居者に関ることでその思いに向き合
いプランに繋いでいる。開所と同時にホーム生
活をスタートした入居者にとっては１０年余りの
長い月日が流れており、状態変化に伴う対応
や気持ちの変化を理解し、新たに入居した方
への不安に寄り添いながら思いを引き出して
いる。

入居者の方の状態を把握し生活の中で役
割を持って頂く事で自然と協力し合える関係
作りになっている。又、ユニットを超えて、毎
朝のゴミ出しの帰りに寄って同じ地区の人と
話したり、一緒に畑へ行ったりどんどやを見
にいったり、楽しく暮らして頂けるよう支援し
ている。
長期入院や他事業所への入所等で契約が
終了した場合でも、引き続きお見舞い等を
行い本人や家族との関係が維持できる様に
努めている。又、関係機関との連携も行う事
で終了後の状況等の把握も出来ている。

月に１回担当より近況報告と言う形で手紙
を書き、家族にも常に状況を把握して頂ける
よう配慮している。サービスに困難なケース
が生じた場合にも家族への相談もスムーズ
に行え、双方で検討しながらサービスを実
施できる環境となっている。

地域の方と交流できる村主催の催し物や馴
染みの場所へ外出したり、入居後も昔なが
らの人間関係が継続できるよう配慮してい
る。（通っていた美容院や地区の老人会）
又、家族へも手紙や広報・面会時に行事の
案内を行い、ソーメン流しやクリスマス･忘年
会への参加があり家族関係の継続支援も
行えた。

推進会議の提案から始まった故郷訪問が入居
者と家族の絆をさらに強固なものとしたり、法
人施設に入所する兄弟の元を訪れながら、家
族との関係継続に努めている。入居者は外出
先の温泉施設で古い知人と再会したり、地元
の美容室や商店を利用しながら顔なじみの
人々との交流を続けている。地域の老人会に
参加する入居者へ会員の方が送迎を手伝わ
れるなど外部の支援も実現している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把
握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われない、
柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組ん
でいる

記録については、ケース記録や申し送りノー
ト等を活用。全職員が情報を共有できるよう
配慮している。担当が個々の状況を把握し
実践・評価・計画作成へとつなげている。

緊急時に備え医療連携体制を整えている。
夜間も併設事業所と連携しており協力が得
やすい。眼科や歯科等の専門科への対応も
受診・往診が出来る体制となっている。様々
なニーズに対し法人への協力も得られでき
る限り多様なサービス提供ができるよう配
慮している。

一人ひとりの状況が把握できる様、日誌・
ケース記録・申し送りノート・個人票等を活
用し、全員で状態の把握が的確にできる様
な体制作りに努めている。

作成前に会議への参加及び介護計画への
意見・意向を封書にて聞いている。その後、
担当及び介護支援専門員が共同でモニタリ
ング及び計画書原案を作成。ケア会議を開
催し、家族及び全職員で検討し作成に至る
体制となっている。積極的に家族への参加
を働きかけている。

計画作成担当者は本人や家族の意向を基に
職員から上がった声をまとめプランを立案して
いる。新しい入居者がホームの生活に１日も早
く溶け込むような内容をプランに盛り込みモニ
タリングを重ねたり、ホーム生活が長くなった
入居者が気に掛けていた自宅への仏壇参りを
親戚と共に支援するなど個々の思いを掲げて
いる。プランの説明時には分かりやすい表現を
心がけ、家族にも内容をしっかりと読んでもら
うよう働きかけている。

入居前から、又、入居後においても本人や
家族・関係機関から情報の収集に努め、居
室環境から生活スタイル・嗜好品の提供ま
で幅広く把握できている。変化や新たな要
望については、日々の記録や申し送りノート
を活用し対応している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援してい
る

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。
あるいは、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に
取り組んでいる

入居時及び適宜重度化した場合の意向の
聞き取りを行っている。対象となりうる入居
者がおり意向を聞きながら協力病院と連携
し対応。面会の回数を増やしていただく等、
家族の協力も得ることが出来た。

入居時に重度化や終末期支援についてホー
ムの方針を伝え、家族の思いや意向を聞き取
り、必要な時点で再度確認を行っている。現
在、事前確認書による確認が進められている
が、家族の思いは状況で変化するものであり、
いつでも相談をして欲しい旨を伝えている。今
年度看取りに関する研修会が開催され、共有
が図られている。

縁あって入居者された方々の人生の
最終場面を支える大切な現場である
ことから、今後もその重要性を全職員
が心にとめ、日々の業務にあたって行
かれることに期待したい。

オンコール体制を整備されている事で、昼
夜問わず入居者の健康状態の報告がス
ムーズに行えている。急変時においての報
告がスムーズに行える事で看護師からの指
示を受け対応。病院への救急搬送も適切に
対応した。

病状のほか、日常生活の状況等を記載した
介護要約を作成し申し送る事でスムーズな
治療が開始されるよう努めている。入院中
に至っても定期的に面会を行い状況の把握
に努めると共に担当看護師等からの情報交
換を行うようにしている。

例年同様、ボランティア団体の協力を得な
がら行事活動を実施。入居者の希望をもと
に外出行事を検討し、近隣のパークゴルフ
場や旅館見物へも足を運ぶことが出来た。

契約締結時、協力医療機関等の説明を行
い同意を得た上で主治医の変更を行ってい
る。地域性もあり本来の主治医が同様の
ケースが多い。又、眼科・精神科・歯科・皮
膚科等の専門医への受診も臨機応変に対
応している。家族へ連絡の上、送迎や付き
添いを行い、結果等の報告も行っている。

緊急時対応の面から入居時にかかりつけ医の
説明を行っているが、殆どの方が協力医をか
かりつけ医とされており、二週間に一度の往診
診療が行われている。専門医については家族
対応を基本としているが、状況によってはホー
ムでも柔軟に支援し、受診結果はホーム・家族
双方で情報が共有されている。ホームは両ユ
ニットに全職員が関わることで、入居者の異常
や変化への気づきが増している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援している

担当制を活用し信頼関係を図りできる限り
希望、要望等を聞きだせるようにしている。
疎通が困難な方へは、家族からの聞き取り
や生活歴を参考に配慮している。

集団生活となる為、大まかな日課は存在す
る。しかし、体調等により日々状態も変わる
ためできる限りその人らしい生活をしていた
だくよう支援している。食事中の痰絡みが強
く希望で居室配膳を行っているが、できる限
り職員が側に付き一緒に食事を摂るように
支援している。

法人の避難訓練に参加。又、当事業所独自
の避難訓練や消化訓練を実施し、避難経路
や消火設備の取り扱いを指導。運営推進会
議へも地域の消防団に参加して頂く事もで
き協力体制の構築も行えた。福岡の個人病
院の火災事故があり、防火扉の勉強会を
行った。

ホームは推進会議に地元消防団の参加を得
るなど、地域との協力体制に努めながら、法人
やホーム単独の避難・消化訓練を実施してい
る。コンセントや消火器、加湿器のチェック、二
階の避難誘導など日頃から意識を持って安全
管理に努めている。災害備蓄については法人
本体で管理されている。

今後も火災や自然災害など有事に備
えた訓練や地域との連携の強化に期
待したい。

勉強会を開催し職員への周知を図ってい
る。管理者として日常から職員へ対し、介護
職員である前に「人」としての基本的な部分
に目を向け入居者に失礼がないように充分
注意を払い業務に当たっている。

管理者は日頃から、優しさや温かなケア、入居
者を敬う気持ちを忘れないことなどの指導と共
に、｢人｣として大切なことについて伝えている。
新人職員もその教えを真摯に受け止め、業務
にあたっている。ケア会議で守秘義務の徹底
が図られ、入浴では同性介助への希望を確認
し支援されている。

管理者の語る介護職員である前に｢
人｣として基本的な部分に目を向ける
ことは全てに繋がるものであり、今後
もこの姿勢を大切に入居者の支援が
行われる事に期待したい。

勉強会で看護師指導の下、急変時の対応
や応急処置の方法をアンビューバック・酸素
ボンベ・吸引機等の器具を用い使用方法や
注意事項を含めた指導に当たっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

個別の排泄パターンを把握し、入居者や仕
草を確認しながら介助に取り組んでいる。日
中は、トイレでの排泄を基本とし、夜間は安
眠を考慮しポータブルトイレも活用。紙おむ
つは、５種類を入居者に合わせ使い分けて
いる。

日中はトイレでの排泄を基本とし、個々の状態
に応じた支援に努めている。ポータブルトイレ
は日々の洗浄に加え週一回は消毒により清潔
に管理し、夜間のみ使用する場合、日中は部
屋の目立たない場所に布をかけておくなどプラ
イバシーにも配慮した対応である。排泄用品を
変更する場合も家族への説明・了解を得て
行っている。トイレ内は寒い冬場も温かく保た
れ、ゆっくり落ち着いて排泄できる環境である。

看護師を中心に主治医からの指導の下、管
理栄養士や介護職員へ注意事項を伝え適
切に対応している。水分制限や栄養不良に
対しての補食・禁止食品等への把握も紙面
で確認するよう努めている。

毎食後、口腔ケアを実施。個別の歯ブラシ・
歯磨き粉・歯間ブラシ・義歯用歯ブラシ・ポリ
デントを準備。介助が必要な方へは口腔内
を確認し介助。又、訪問歯科を受けており適
切な治療や口腔ケアへの指導を仰いでい
る。

家族と担当が連絡を取り、入居者の希望を
取り入れながら、衣類・化粧品等の購入をし
ている。又、美容院や事業所での髪染め等
へも対応している。入浴前職員といっしょに
好みの服を選んで頂いている。

法人の管理栄養士の協力の下、健康管理
には注意を払いつつ希望される食品を代替
にて提供。希望食や選択食も取り入れ食事
への楽しみも支援している。農作業で野菜
の栽培から収穫・料理までの過程を出来る
部分で入っていただいている。正月には華
やかな茶碗を使用し喜んで頂いた。

献立は法人管理栄養士の作成したものである
が、主食や汁物をホームで作ったり、誕生会の
希望メニューなどホームにできる取り組みに努
めている。入居者も野菜作りや食材の下ごしら
えなど個々に応じ食への関わりを支援してい
る。また、外食支援や今年の正月はおせち料
理に加え、春らしい華やかな器の使用や｢お茶
が美味しい～！｣と、感想を述べられるなど日
本の新年を楽しまれたようである。

誕生会の希望メニューを入居者も楽し
まれており、今後は誕生者がいない
月も希望メニューを取り入れていかれ
ることに期待したい。また、正月に好
評であった美味しいお茶を何らかの
形で提供される事で更に入居者の楽
しみも増すと思われる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々にそった支援をして
いる

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

看護師を中心に服薬等への知識の習得を
行い、個別に処方箋を管理する事でスムー
ズに内服等を確認できるようにしている。
又、薬への管理として入居者へ適切に介助
ができるよう、５重のチェックを実施。

家事を中心に個々にあった役割を持ってい
ただくよう支援。刺繍や貼り絵・農作業・花
の世話等、趣味活動へも配慮している。嗜
好品の購入は、担当職員が中心に家族の
協力も得ながら対応。村の老人会やふるさ
と訪問・美容院への外出等への支援も行っ
ている。

一般浴と機械浴を設置し、状態に合わせた
入浴ができるよう配慮している。又、できる
限り希望に添った入浴ができるよう毎日入
浴できる体制である。入浴への楽しみとし
て、薔薇風呂や柚風呂等季節感を味わって
いただけるよう工夫。新たに棚を設置し、危
険薬物の管理やスペースの有効活用に取り
組んだ。

楽しい入浴となるよう、できる限り希望に沿い
ながら、脱衣所・浴室の保温、足回りを広く取
るなど入りやすい環境に努めている。毎日入
浴できる体制を整えているが、体調が悪いと拒
否に繋がることもあり、職員は個々の身体状
況を見極めながら無理強いせず、清拭や更衣
で対応している。バラ湯支援は継続され、季節
のゆず湯も数日間実施することで全員の方が
楽しめるようにしている。法人職員による手作
り棚の設置により、物品の整理や脱衣所のス
ペースにゆとりがもたらされている。

法人職員による手作り棚の設置によ
り浴室環境がアップしており、今後は
次に脱衣所を使用する方のために
も、使用済みの排泄用品については
配慮が必要と思われる。

個々の生活習慣を把握し、出来る限り本人
のペースで過ごしていただくよう配慮。希望
に応じ居室内にテレビ等も設置し日中や消
灯後に関わらず好き好きに時間を過ごして
いただいている。又、足浴等への取り組みも
行っている。

適切な食事・水分を提供。ヤクルトやココア
等の嗜好品も取り入れスムーズな排便がで
きる様配慮している。又、体操や色々な活動
を通しての運動へも参加して頂く事も排泄へ
のケアと考えている。下剤に対しては、主治
医への報告を行う事で過度な服用を控えて
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。又、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

リビング内や廊下・踊り場等へソファーや椅
子等を設置しており、好きずきな場所で過ご
していただいている。又、居室内で談話等が
できるよう希望に応じ椅子やテーブル・お茶
等を準備。その人らしい生活支援が出来る
よう支援している。

ホームの電話で、希望時職員の介助でかけ
ていただいている。携帯電話を使用されて
いる方もおられる。（充電など細目にチェック
している。）年賀状や暑中お見舞いも一緒に
書いて出しており、荷物が着いたお礼も電
話している。
季節に応じた花や写真を取りいれ、生活に
必要な備品等の管理を常日頃から注意し対
応している。又、事業所内の危険箇所へも
目を向け日々安心して生活していただける
よう配慮している。リビング、ソファの位置を
工夫したり、食事の席も楽しくできる様配慮
している。

四季の移り変わりはホームの立地環境からも
感じ取れるが、ホーム内も花や壁面、定期的
な写真のかけ替えなど季節感や心和む共用
空間が作られている。また、掃除や換気の際
も、安全確認を行いながら実施されている。リ
ビングに下げられた長ほうきは入居者にとって
懐かしく、日常的に使用されていることが何よ
りである。１階・２階それぞれのユニットを全職
員が関わることで、多くの気づきが生かされ居
心地の良さを作り出している。

事業所の行事の他、美容院や老人会・専門
医への受診等、家族や地域の方々の協力
を得ながらできる限り希望に添えるよう対応
している。又、急な買い物やグランドゴルフ・
自宅への外出支援も行っている。

安全に手入れされた法人敷地内は、入居者の
日々の散歩や散策、菜園活動など季節を通し
て身近な外出の機会を支援している。家族の
参加もあったバラ見学や桜・コスモスなどの花
見の他、夜間のため数人であったがホタル見
物など季節の外出が実施されている。聞き取
りからも地域や家族の協力を得ながら外出に
取り組む姿勢が確認された。

今後も個別支援のじゅうじつに努めな
がら、今年度実施できなかったぶどう
刈りや入居者の要望に応え計画中で
ある温泉利用の実現に期待したい。

家族への協力を得ながら自己管理をして頂
き、外出先での買い物や日用品等をいつで
も購入できるよう支援している。管理が困難
な方へは、家族承諾の下、事業所で管理し
希望時に対応できるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

バリアフリーの造りとなっている為、基本的
に自立支援へ向けた生活が行えるように
なっている。又、シルバーカーや歩行器・車
イス・安全バー等の福祉用具も状況に合わ
せたものを準備する事で、自立支援を目指
している。

入居時に思い出や使い慣れたもの等の持
込を依頼しており、できる限り自宅での生活
に近い環境支援を行っている。その為、各
居室の殆どが雰囲気が違う。お位牌も置か
れている方もおり、朝から仏様のご飯とお茶
等の支援も行っている。

入居時に｢自分の部屋らしく使用していってくだ
さい！｣と説明を行い、思い出や馴染み・趣味
の品など、どの部屋も本人の使いやすさや落
ち着ける環境となるよう家族や職員によって随
所に工夫が施されている。｢私の部屋が一番
眺めがよいです！ここはよいとこですよ～！｣
と嬉しそうにホームや職員への感謝を口にさ
れ手を合わせられる姿に、人としての教えを感
じる場面であった。入居年数が増すごとに、居
室も思い出の品で埋まり楽しい思い出が重
なっていることが感じらる温かな空間となって
いる。
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